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  平成 29 年３月定例会

当
初
予
算
？
・
・
・
新
年
度
が
始
ま
る
前
に
、
年
度
内
（
４
月
か
ら
翌
年
３
月
末
ま
で
）
に
お
け
る
収
入
と
支
出
を
見
積
も
っ
た
も
の
。
予
算
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
は
議
会
の
議
決
が
必
要
と
な
る
。

   歳入 主なもの一般会計

   歳出 主なもの 

財 源 別
予算額 前年度 比較

金額 構成 金額 増減率

自 主 財 源 93 億 6,271 39.7 8 億 0,530 8.6

市 税 61 億 9,851 26.3 1 億 3,428 2.2

繰入金ほか 31 億 6,420 13.4 6 億 7,102 2.2

依 存 財 源 142 億 2,429 60.3 △ 2 億 5,330 △ 1.8
地方交付税 40 億　   　 17.0 △ 5 億　   　 △ 12.5

国県支出金 61 億 1,179 25.9 5 億 4,549 8.9

市 　 債 26 億 7,950 11.4 △ 2 億 2,230 △ 8.3
地方譲与税 3 億 0,200   1.3 500 1.7 

交 付 金 11 億 3,100 4.8 △ 8,149 △ 7.2

歳 入 計 235 億 8,700 100 5 億 5,200 2.4

全 10会計

会　計　別 予算額
前年度 比較

金額 増減率

一 般 会 計 235 億 8,700 5 億 5,200 2.4

特

別

会

計

国民健康保険（事業） 68 億 4,816 △ 1 億 3,648 △ 2.0

国民健康保険（直診） 1 億 4,337 △ 629 △ 4.2

後期高齢者医療保険 4 億 7,522 2,636 5.9

下 水 道 14 億 7,410    △ 1 億 1,271 △ 7.1

農 業 集 落 排 水 8 億 1,418 7,287 9.8

戸 別 浄 化 槽 8,362 △ 245 △ 2.8

霊 園 1,988 △ 1,950 △ 49.5

介護保険（事業） 35 億 8,182 1 億 1,904 3.4

介護保険（サービス） 370 △ 68 △ 15.5

小 計 134 億 4,405 △ 5,984 △ 0.4

企

業

会

計

水 道

収益的
収入 8 億 0,664 292 0.4

支出 7 億 9,266 92 0.1

資本的
収入 1 億 1,644 2,664 29.7

支出 7 億 9,810 1 億 6,324 25.7

病 院

収益的
収入 2 億 0,296 △ 125 △ 0.6

支出 1 億 9,500    △ 97 △ 0.5

資本的
収入 4,991 △ 101 △ 2.0

支出 5,537 △ 1,910 △ 25.7

小 計
収　入 11 億 7,595 2,730 2.4

支　出 18 億 4,113 1 億 4,409 8.5

歳入（収入）計 382 億 0,700 5 億 1,946 1.4

歳出（支出）計 388 億 7,218 6 億 3,625 1.7

（単位：万円・％、構成・増減率：△：減、小数点第 2位を四捨五入）

一般会計

性 質 別
予算額 前年度 比較

金額 構成 金額 増減率

義務的経費 98 億 5,639 41.8 △ 1 億 9,802 △ 2.0

人 件 費 39 億 0,767 16.6 △ 5,097 △ 1.3

扶 助 費 38 億 5,515 16.3 △ 1 億 8,231 △ 4.5

公 債 費 20 億 9,357 8.9 3,526 1.7

投資的経費 50 億 1,943 21.3 1 億 6,707 3.4

普通建設費 50 億 1,943 21.3 1 億 6,707 3.4

その他経費 87 億 1,118 36.9 5 億 8,295 6.7

物 件 費 32 億 8,343 13.9 1 億 8,025 5.8

補助費等 27 億 4,633 11.6 4 億 3,766   19.0

繰 出 金 24 億 4,920 10.4 △ 3,908 △ 1.6

そ の 他 2 億 3,222 1.0 412 1.8

歳 出 計 235 億 8,700 100 5 億 5,200 2.4

平成 29年 第 1回 定例会
　　平成 29年度当初予算を含む 36議案等を審議

H29 当初予算総額　H29 当初予算総額　388388億億7,2187,218万円万円 （1.7％ 増） （1.7％ 増）
　　うち、一般会計 235億 8,700 万円　（前年比 2.4％増）　　うち、一般会計 235億 8,700 万円　（前年比 2.4％増）
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「
小
美
玉
市
医
療
セ
ン
タ
ー
」

の
あ
り
方
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
市
長
へ
提
言
書
を
提
出

　

地
域
医
療
対
策
特
別
委
員
会
で
は
、
本

市
の
「
新
公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」
策

定
に
あ
た
り
、
今
後
、
小
美
玉
市
医
療

セ
ン
タ
ー
が
果
た
す
べ
き
役
割
や
機
能
、

市
民
に
良
質
で
適
切
な
医
療
を
提
供
す

る
た
め
の
意
見
交
換
等
を
行
い
、
調
査

研
究
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
最
も
効
率
的
で
効
果
的
な

病
院
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
こ
の
ほ
ど

議
員
の
意
見
を
集
約
し
た
「
提
言
書
」

を
ま
と
め
、
３
月
２
日
、
市
長
に
対
し

提
言
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
●主な事業（★は、ダイヤモンドシティ・プロジェクト掲載事業）

★移住促進住宅取得補助事業（新規）
　 【事業費：450 万円】
 ★広域幹線道路整備事業
 　　【事業費：26億 2,590 万円】
★ JR 羽鳥駅及び駅前広場整備事業　
　 【事業費：1億 6,443 万円】 ★地方創生推進事業（新規）
 　 【事業費：2,049 万円】
★ LED防犯灯整備事業
　 【事業費：3,276 万円】

★ふるさと寄附金事業　　　　　
　 【事業費：7,208 万円】

★学校規模・学校配置適正化事業
　 【事業費：5億 2,960 万円】 ★小川海洋センター施設改修事業（新規）
 　 【事業費：6,140 万円】

★戸沢サミット㏌小美玉事業（新規）
　 【事業費：180 万円】

（島田市長へ提言書を手渡す市村議長、藤井委員長）

移住促進を支援

現在の羽鳥駅

戸沢サミット in 雫石の様子

小美玉マーケティングスクールの様子

現在の小川海洋センター

審議結果

■ 

29
年
第
１
回
臨
時
会
概
要

　

１
月
30
日
、
29
年
第
１
回
臨
時
会

を
開
会
し
、
市
長
か
ら
の
議
案
３
件

（
報
告
２
件
、
議
案
１
件
）
が
提
出
さ

れ
、
併
せ
て
、
28
年
第
４
回
定
例
会

で
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
請
願
１

件
が
閉
会
中
の
総
務
常
任
委
員
会
で

審
査
さ
れ
、
臨
時
会
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
。　
　
　
　
（
＊
４
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

【
報
告
】

　

市
税
条
例
等
の
一
部
改
正

　

国
民
健
康
保
険
税
の
一
部
改
正

【
議
案
】

　

一
般
会
計
補
正
予
算

　

・
霞
台
厚
生
施
設
組
合
に
新
広
域
ご

　
　

み
処
理
施
設
建
設
の
た
め

【
請
願
】

　

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
関
す
る
請
願

本
会
議
を

モ
ニ
タ
ー
中
継
し
て
い
ま
す
！

　

市
役
所
本
庁
・
小
川
総
合
支
所
・
玉
里

総
合
支
所
の
１
階
ロ
ビ
ー
で
、
本
会
議
開

催
中
は
議
場
の
様
子
を
テ
レ
ビ
放
映
し

て
い
ま
す
。
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No 議　案　 結果

■ 29年度 当初予算（9件）

22 国民健康保険特別会計

可

決

[事業勘定 ]68 億 4,816 万円（前年度比：2.0%%↓）    
[ 直診勘定（白河診療所）]1 億 4,336 万 7 千円 （前年度比：4.2%↓）

23 後期高齢者医療保険特別会計 4億 7,522 万 1 千円（前年度比：5.9%↑） 

24 下水道事業特別会計 14 億 7,409 万 7 千円（前年度比：7.1%↓） 

25 農業集落排水事業特別会計 8億 1,418 万 2 千円（前年度比：9.8%↑）

26 戸別浄化槽事業特別会計 8,362 万 2 千円（前年度比 2.8%↓）  

27 霊 園 事 業 特 別 会 計 1,988 万 1 千円（前年度比：49.5%↓）  

28 介護保険特別会計（事業勘定・介護サービス勘定） 事業勘定 35 億 8,181 万 5 千円（前年度比：3.4%↑）
介護サービス事業勘定 370 万 9千円（前年度比：15.5%↓）    

29 病院事業会計

[ 収益的収入及び支出 ] 収入  2 億 295 万 5 千円、支出 1 億 9,500 万 1 千円 
[ 資本的収入及び支出 ] 収入 4,990 万 9 千円、支出 5,537 万円
 ＊資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額 546 万 1 千円は、当年度分 損
益勘定留保資金により補てんするもの。  

30 水道事業会計

[ 収益的収入及び支出 ] 収入 8 億 664 万 1千円 、支出 7 億 9,265 万 5 千円
[ 資本的収入及び支出 ] 収入 1 億 1,644 万 2 千円、支出 7 億 9,810 万 2 千円
 ＊資本的収入額が支出額に対して不足する額 6億 8,166 万円は、消費税資本的収
支調整額、過年度及び当年度 損益勘定留保資金により補てんするもの。 

■ その他（5件） 

31 字の区域の設定（茨城空港テクノパーク関係）

可

決

茨城県が進める茨城空港テクノパーク工業団地造成事業に伴い、事務処理の円滑
化を図るため、新たな字名を設定するもの。

32 市道路線の認定（3路線）
「市道 美 1639 号線」は、農道整備工事に伴うもの。
「市道 美 1640 号線」は、路線の変更に伴うもの。
「市道 玉 5344 号線」は、開発による宅地造成に伴い , 寄附を受けたもの。 

33 市道路線の変更 柴高地内の「市道 美 1492 号線」及び 川戸地内の「市道 小 20361 号線」の敷地の一部用
途廃止に伴い , 各路線の終点位置を変更するもの。  

34 公の施設の広域利用に関する協議 水戸市を中心とする県央地域 9市町村間において、協定対象施設の削除及び変更に伴
い、協定書を見直すもの。

36 指定管理者の指定  小美玉市美野里シビック・ガーデン 

■陳情（1件）

1 農業者戸別所得補償制度の復活をもとめる陳情 継
続 提出者：茨城中央農民組合

平成 29年第 1回臨時会　審議結果等一覧（全 4件）

【全会一致の議案等】
■報告（2件）
1 専決処分の承認 承

認

小美玉市税条例等の一部を改正する条例の専決処分

2 専決処分の承認 国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分

■請願（1件）

５ 防犯カメラ設置に関する請願書 採
択

請願者：新ひたち野農業協同組合
紹介議員：戸田見成

　 審議結果

【賛否が分かれた議案】

No 議案に対する賛否
（賛成：○・反対：●・欠席：－）

議
決
結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 19 20

村
田  

春
樹

鈴
木  

俊
一

木
村  

喜
一

植
木  

弘
子

石
井  　

旭 

幡
谷  

好
文

谷
仲  

和
雄

長
島  

幸
男

岩
本  

好
夫

福
島  

ヤ
ヨ
ヒ

藤
井  

敏
生

小
川  

賢
治

大
槻  

良
明

関
口  

輝
門

笹
目  

雄
一

大
和
田  

智
弘

戸
田  

見
成

荒
川  

一
秀

野
村  

武
勝

■ 28 年度　補正予算（１件）

1 一般会計 可
決

広域ごみ処理施設整備・運営事業の債務負担行為を設定するもの

ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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平成 29年第１回定例会　審議結果等一覧（全 35件）

【賛否が分かれた議案】

No 議案に対する賛否
（賛成：○・反対：●・欠席：ー）

議
決
結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 19 20

村
田  

春
樹

鈴
木  

俊
一

木
村  

喜
一

植
木  

弘
子

石
井  　

旭 

幡
谷  

好
文

谷
仲  

和
雄

長
島  

幸
男

岩
本  

好
夫

福
島  

ヤ
ヨ
ヒ

藤
井  

敏
生

小
川  

賢
治

大
槻  
良
明

関
口  
輝
門

笹
目  

雄
一

大
和
田  

智
弘

戸
田  

見
成

荒
川  

一
秀

野
村  

武
勝

■ 29 年度当初予算（１件）

21 平成 29 年度一般会計予算 可
決

総額  ２３５億８, ７００万円 （前年度比：2.4%↑）    

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○

【全会一致の議案等】
■ 条例の制定・改正（10件）
2 小美玉市工場立地法準則条例の制定

可

決

本市への工場誘致を促進するため、工場立地法で定められている敷地面積に
対する緑地面積割合等の規制緩和を図る条例を新たに制定するもの。 

3 小美玉市公の施設の指定管理者の指定手続等に
関する条例の一部を改正する条例

指定管理者による協定の締結事項等について、明確化を図るため、所要の整
理を行うもの。

4 小美玉市職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一
部を改正する条例  職員の休暇等に関し、拡充を図るため関係条例の整理を行うもの。

5 小美玉市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅
費に関する条例等の一部を改正する条例

特別職及び職員の旅費に関し、内国旅行の日当支給の取り扱いを改正するた
め、関係条例の整理を行うもの。

6 小美玉市職員の特殊勤務手当に関する条例の一
部を改正する条例

職員の特殊勤務手当の支給に関し、消防業務に従事した場合における手当の
一部を改正するもの。

7 小美玉市特別職の職員で非常勤のものの報酬及
び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

職員のストレスチェックの実施に伴い、「産業医」の報酬について、改正する
もの。 

8 小美玉市特別職の職員で非常勤のものの報酬及
び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」に基づき設置されている「小美
玉市学校運営協議会」の委員報酬等について規定するため、改正するもの。

9 小美玉市特別職の職員で非常勤のものの報酬及
び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

「農業委員会等に関する法律」第６条第２項に係る農業委員等が実施した事務
に対し、事業実績に応じた農地利用最適化交付金が交付されることに伴い、
報酬及び費用弁償の額を定めるため、改正するもの。

10 小美玉市病院事業の設置等に関する条例の一部を
改正する条例 

重要な資産の取得及び処分に関する規定を、地方公営企業法施行令に準じた額
に改正するもの。

11
旧美野里町障害者住宅整備資金貸付条例の規定に
基づく貸付資金の経過措置に関する条例を廃止す
る条例

当該債務者の償還完了に伴い、本条例を廃止するもの。

■ 28年度   補正予算（10件）
12 一　般　会　計 （８号）

可

決

[歳入歳出補正額 ]　△３億２, ０２７万３千円 
[ 補正後額 ]　２３６億６, ５４８万３千円

13 国民健康保険特別会計（４号）

[事業勘定　歳入歳出補正額 ]　△７, ０７８万円
[ 補正後額 ]　６９億３, ９２９万５千円
[ 直診勘定（白河診療所）　歳入歳出補正額 ]　△３９９万円　
[ 補正後額 ]　１億４, ９３７万１千円

14 後期高齢者医療保険特別会計（３号） [ 歳入歳出補正額 ]　８８３万１千円
[ 補正後額 ]　４億５, ８８４万９千円

15 下水道事業特別会計（４号） [ 歳入歳出補正額 ] △６, ９０４万９千円
[ 補正後額 ] １５億４, ５８２万４千円

16 農業集落排水事業特別会計（３号） [ 歳入歳出補正額 ] △２２万３千円
[ 補正後額 ]　７億４, ４２１万８千円

17 戸別浄化槽事業特別会計（３号） [ 歳入歳出補正額 ] △２, ８９２万６千円
[ 補正後額 ]　５, ２８９万６千円

18 霊園事業特別会計（２号） [ 歳入歳出補正額 ] △ １７０万３千円　
[ 補正後額 ]　３, ８２７万２千円  

19 介護保険特別会計（３号） [ 事業勘定　歳入歳出補正額 ] ６, ４０１万２千円
[ 補正後額 ] ３６億１, ２５４万１千円

20 水道事業会計（３号）

[ 収益的支出補正額］ △２，５５３万７千円　　　　　　　　　　　　　　　　
[ 補正後額］  ７億６, ４６１万３千円
[資本的収入及び支出補正額］（収入）△２，７８２万２千円（支出）△１億６００万６千円
[ 補正後額 ] （収入）６，１９７万９千円（支出）５億２, ８８５万５千円

35 一  般  会  計（９号） [ 歳入歳出補正額 ]　９, ９８５万８千円
[ 補正後額 ]　２３７億６, ５３４万１千円

※ 

議
長
は
採
決
に
参
加
し
ま
せ
ん
。　

審議結果



　   6
  平成 29 年３月定例会

Ａ
．
約
１
０
０
基
で
、
地
区
と
地
区
と

の
境
や
通
学
路
等
に
つ
い
て
新
た
な
申

請
が
あ
る
場
合
に
は
、
区
長
等
と
よ
く

協
議
し
て
設
置
を
検
討
し
た
い
。

○　

設
置
箇
所
を
よ
く
精
査
し
、
設
置

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

防
犯
対
策
諸
費

Ｑ
．
防
災
訓
練
用
機
材
及
び
災
害
備
蓄

品
等
の
内
容
は
？

Ａ
． 

備
蓄
品
の
購
入
は
４
年
間
の
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
い
る
の
で
、
入
替

え
と
な
る
も
の
と
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

食
品
等
、
新
た
に
必
要
と
さ
れ
る
物
を

購
入
す
る
。

　

訓
練
用
機
材
は
、
総
合
訓
練
会
場
で

使
用
す
る
天
板
資
機
材
等
の
ほ
か
、
防

災
訓
練
に
必
要
な
も
の
。

○　

28
年
度
の
訓
練
は
中
止
と
な
っ
た

が
、
29
年
度
は
し
っ
か
り
と
実
施
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

一
般
会
計
歳
入
・
歳
出
予
算
編
成

Ｑ
．
普
通
交
付
税
の
一
本
算
定
に
向
け

た
縮
減
期
間
の
２
年
目
に
入
り
、
ま
た
、

歳
入
に
比
べ
歳
出
が
増
加
傾
向
に
あ
る

た
め
、
そ
の
不
足
を
財
政
調
整
基
金
で
の

や
り
く
り
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
現
在
の

財
政
調
整
基
金
残
高
は
い
く
ら
か
？

Ａ
．
27
年
度
末
残
高
で
約
32
億
７
９
０
０
万
円

で
、
28
年
度
末
で
約
30
億
５
３
０
０
万
円

と
な
る
予
定
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｑ
．
29
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
り
、

一
定
の
削
減
目
標
を
盛
り
込
ん
で
い
る

と
思
わ
れ
る
が
、
削
減
率
は
？

Ａ
．
歳
出
予
算
の
枠
配
分
は
、
約
３
％

の
減
と
し
た
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
防
犯
対
策
経
費

Ｑ
．
28
年
度
に
地
区
管
理
の
防
犯
灯
設

置
が
終
了
し
、
29
年
度
市
管
理
の
防
犯

灯
設
置
に
入
る
が
、
市
で
は
何
基
を
予

定
し
て
い
る
の
か
？

Ａ
． 

約
１
０
０
０
基
を
予
定
し
て
い
る
。

Ｑ
．
地
区
か
ら
の
更
な
る
申
請
に
基
づ

く
防
犯
灯
の
新
設
数
は
、
何
基
を
予
定

し
て
い
る
の
か
？

市
政
全
般
・
市
民
生
活
・
消
防

　　平成 29 年の第１回定例会が３月２日から 22 日までの 21 日間の会期で開かれ、平成 29 年度の当初平成 29 年の第１回定例会が３月２日から 22 日までの 21 日間の会期で開かれ、平成 29 年度の当初

予算を中心に 35 件の議案等について審議しました。予算を中心に 35 件の議案等について審議しました。

　その中で、３月 13 日、14 日の 2日間にわたり、29 年度の当初予算（全 10 会計）を審査するため、　その中で、３月 13 日、14 日の 2日間にわたり、29 年度の当初予算（全 10 会計）を審査するため、

「予算特別委員会」を設置し審査しました。委員会での主な質疑応答の内容についてお知らせします。「予算特別委員会」を設置し審査しました。委員会での主な質疑応答の内容についてお知らせします。

平成 29年度の当初予算を審査
　　　　　　　　　予算特別委員会 Ｑ＆Ａ

設置されたＬＥＤ防犯灯照

　委員会ＱＡ

2 日間にわたり行われた予算特別委員会
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生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ト
イ
レ

改
修
工
事

Ｑ
．
ト
イ
レ
改
修
工
事
の
範
囲
は
？

Ａ
．便
座
を
洋
式
化
し
、ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
・

オ
ム
ツ
替
え
台
を
設
置
す
る
。

生
活
保
護
扶
助
事
業
の
増
減

Ｑ
．
医
療
扶
助
費
と
住
宅
扶
助
費
の
増

額
の
要
因
は
？

Ａ
．
生
活
保
護
被
保
護
者
の
高
齢
化
に

よ
り
受
診
率
が
高
い
た
め
、
医
療
扶
助

費
の
増
額
が
見
込
ま
れ
る
。

　

ま
た
、
単
身
世
帯
か
つ
借
家
・
住
居

者
の
増
加
に
よ
り
、
住
宅
扶
助
費
が
増

額
と
な
っ
て
い
る
。

新
商
品
開
発
販
売
Ｐ
Ｒ
促
進

事
業

Ｑ
．
昨
年
の
事
業
の
成
果
は
？

Ａ
．
茨
城
空
港
で
の
小
美
玉
特
産
品
の

販
売
Ｐ
Ｒ
を
行
う
と
と
も
に
、
28
年
度

は
市
内
事
業
者
に
「
酒
か
す
ア
イ
ス
」

を
開
発
し
て
い
た
だ
い
た
。

水
道
料
金

Ｑ
．
市
水
道
局
と
湖
北
水
道
企
業
団
と

の
料
金
格
差
解
消
に
向
け
て
、
市
の
考

え
は
？

Ａ
．
現
在
、
国
や
県
で
水
道
事
業
の
広

域
化
を
推
進
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
動

向
に
も
注
視
し
な
が
ら
、
平
準
化
に
向

け
て
努
力
し
て
い
き
た
い
。

道
路
維
持
管
理

Ｑ
．
道
路
維
持
管
理
に
関
す
る
区
長
等

か
ら
の
要
望
に
は
、
ど
れ
だ
け
対
応
で

き
て
い
る
の
か
？

Ａ
．
要
望
等
は
年
間
２
０
０
件
程
度
あ

り
、
内
容
の
緊
急
性
に
も
よ
る
が
、
対

応
で
き
て
い
る
の
は
約
５
割
程
度
。

○　

道
路
の
要
望
は
生
活
に
密
着
し
て

い
る
の
で
、
要
望
に
対
応
で
き
る
よ
う

努
力
し
て
ほ
し
い
。

農
業
集
落
排
水
事
業

Ｑ
．
今
後
の
整
備
計
画
は
？

Ａ
．
現
在
進
め
て
い
る
巴
中
部
地
区
は
、

29
年
度
で
事
業
が
完
了
す
る
見
込
み
と

な
っ
て
い
る
。
未
整
備
地
区
に
つ
い
て

は
、
既
存
の
農
業
集
落
排
水
へ
の
編
入

や
公
共
下
水
道
の
延
伸
な
ど
、
今
後
、

効
率
的
な
方
策
を
検
討
し
て
い
く
。

市
内
体
育
施
設
指
定
管
理
委

託
料

Ｑ
．
指
定
管
理
者
と
な
る
団
体
は
？

Ａ
．
特
定
非
営
利
活
動
法
人 
小
美
玉

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
。

Ｑ
．
指
定
管
理
の
範
囲
は
？

Ａ
．
玉
里
運
動
公
園
・
海
洋
セ
ン
タ
ー

の
管
理
運
営
を
行
う
。

Ｑ
．
指
定
管
理
と
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
？

Ａ
．
経
費
の
削
減
や
、
通
年
を
通
し
て

催
し
が
で
き
る
な
ど
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
繋
が
り
、
施
設
の
利
用
促
進

が
期
待
で
き
る
。

都
市
建
設
・
産
業
経
済

教
育
・
福
祉
・
医
療

３
月 

定
例
会 

日
程

日
程

会 

議 

等 

の
主
な 

内 

容

傍
聴

２
日

本
会
議  

  

開
会
、
施
政
方
針
、
議
案
上
程

２
名

７
日

議
会
改
革 

特
別
委
員
会

－

８
日

本
会
議  

一
般
質
問 

14
名

９
日

本
会
議  

一
般
質
問

21
名

10
日

本
会
議  

一
般
質
問
、
議
案
質
疑

４
名

13
日

予
算
特
別 

委
員
会

－

14
日

予
算
特
別 

委
員
会

－

15
日

産
業
建
設 

常
任
委
員
会

－

16
日

文
教
福
祉 

常
任
委
員
会

－

17
日

総
務 

常
任
委
員
会

－

21
日

議
会
運
営
委
員
会

広
報 

特
別
委
員
会

－

22
日

全
員
協
議
会

本
会
議 

  

委
員
長
審
査
報
告
、

  

追
加
議
案
上
程
、

  

採
決
、
討
論
、
閉
会

２
名

道路維持補修の様子

指定管理者となる玉里運動公園・海洋センター

委員会QA
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委
員
会 

審
査 

Ｑ
＆
Ａ

各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た    

2323
議
案
を
審
査

議
案
を
審
査

市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等

の
拡
充

Ｑ
．
今
回
の
改
正
点
は
？

Ａ
．
主
に
育
児
休
暇
対
象
と
な
る
子
の
範

囲
の
拡
充
と
、
新
た
に
介
護
時
間
制
度
を

設
け
る
。

Ｑ
．
休
暇
の
取
得
状
況
は
？

Ａ
．
現
在
、育
児
休
業
取
得
者
は
９
名
で
、

介
護
休
暇
取
得
者
は
い
な
い
。

市
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も

の
の
給
与
及
び
旅
費
の
廃
止

Ｑ
．
今
回
の
改
正
点
は
？

Ａ
．
市
長
等
の
特
別
職
及
び
職
員
の
旅
費

に
関
し
、
内
国
旅
行
で
日
帰
り
の
場
合
の

日
当
を
廃
止
等
と
す
る
。

体
事
業
債
と
公
民
館
解
体
事
業
債
の
２
件

の
財
源
内
訳
補
正
を
行
っ
た
理
由
は
？

Ａ
．
市
全
体
の
事
業
不
用
額
と
な
っ
た
一

般
財
源
が
あ
っ
た
た
め
、
利
子
を
伴
う
２

つ
の
解
体
事
業
債
を
借
り
ず
に
一
般
財
源

に
切
り
替
え
た
た
め
。

中
学
校
建
設
事
業
工
事
請
負
費

の
減
額
補
正

Ｑ
．
中
学
校
建
設
事
業
工
事
請
負
費
の
減

額
補
正
の
要
因
は
？

Ａ
．
旧
小
川
高
校
改
修
工
事
の
建
設
付
帯
工

事
の
一
部
を
取
り
止
め
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。

Ｑ
．
取
り
止
め
と
な
っ
た
工
事
と
は
？　

Ａ
．
プ
ー
ル
及
び
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
改
修

や
、
弓
道
場
の
解
体
、
渡
り
廊
下
設
置
工

事
等
。

Ｑ
．
そ
れ
ら
を
取
り
止
め
と
し
た
理
由
は
？

Ａ
．
プ
ー
ル
は
、
小
川
南
小
学
校
の
プ
ー

ル
を
併
用
し
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
、
学
校

と
の
協
議
の
中
で
改
修
ま
で
の
必
要
が
な

い
と
の
判
断
に
至
っ
た
た
め
。
ま
た
、
弓

道
場
を
残
し
た
の
は
、
市
政
モ
ニ
タ
ー
等

を
通
じ
て
一
般
開
放
の
要
望
が
あ
っ
た
こ

と
や
、
今
後
、
武
道
の
授
業
等
へ
の
活
用

に
可
能
性
を
残
す
た
め
。

字
の
区
域
の
設
定

「
下
吉
影
字
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
」

Ｑ
．
設
定
す
る
理
由
は
？　

Ａ
．
県
が
進
め
る
茨
城
空
港
テ
ク
ノ
パ
ー

ク
工
業
団
地
造
成
事
業
の
施
行
に
伴
い
、

事
務
処
理
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
。

財
源
内
訳
補
正
に
つ
い
て

Ｑ
．
地
方
債
の
う
ち
旧
小
川
総
合
支
所
解

小
美
玉
市
学
校
運
営
協
議
会

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）

Ｑ
．
運
営
内
容
と
目
的
は
？

Ａ
．
15
名
で
構
成
す
る
学
校
運
営
協
議
会

が
教
育
活
動
の
報
告
を
受
け
、
学
校
へ
意

見
具
申
し
た
り
、
教
育
計
画
の
提
案
を
行

い
、学
校
の
教
育
活
動
の
活
性
化
を
図
る
。

Ｑ
．
実
施
す
る
学
校
は
？

Ａ
．
23
年
度
か
ら
野
田
小
学
校
で
実
施
し
て

い
る
。
さ
ら
に
29
年
度
か
ら
小
川
北
中
学
校

で
実
施
す
る
。

　

本
会
議
で
付
託
さ
れ
た
23
件
の
議
案
等
に
つ
い
て
、
15
日
か
ら
17
日
に
か
け
て
行
っ

た
各
常
任
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。
各
常
任
委
員
会
で
の
審
査
状
況
に
つ
い
て
、
主

な
質
疑
応
答
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

総　
　

務

総　
　

務
（委員）
大和田
長　島
荒　川
関　口
鈴　木
村　田

文
教
福
祉

文
教
福
祉
（委員）
岩　本
谷　仲
笹　目
小　川
幡　谷
植　木
木　村

茨城空港テクノパーク

旧小川高校改修工事の説明を聞く委員

　委員会ＱＡ
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予
防
接
種
事
業
・
成
人
保
健
事
業

Ｑ
．
予
防
接
種
事
業
・
成
人
保
健
事
業
で

受
診
者
が
伸
び
ず
、
減
額
補
正
さ
れ
て
い

る
が
、
受
診
率
を
上
げ
る
に
は
？

Ａ
．
来
年
度
か
ら
は
、
個
人
通
知
の
強
化

や
、
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
の
実
施
期

間
を
12
月
末
か
ら
２
月
末
ま
で
に
期
間
延

長
し
た
。

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
の
報
酬

Ｑ
．
農
地
の
集
積
率
と
遊
休
農
地
の
解
消

の
達
成
率
に
よ
り
、
国
か
ら
の
交
付
金
が

毎
年
変
動
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
委
員

の
実
績
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
報
酬
が
変
わ

る
の
か
？

Ａ
．
小
美
玉
市
全
体
の
実
績
と
し
て
考

え
、
全
委
員
に
同
じ
報
酬
額
を
加
算
す
る

予
定
。

公
共
下
水
道
事
業

Ｑ
．
事
業
費
が
年
々
減
少
し
て
い
る
が
、

公
共
下
水
道
事
業
の
今
後
の
見
通
し
は
？

Ａ
．
現
在
、
経
営
戦
略
を
策
定
中
。
起

債
や
国
の
補
助
金
な
ど
を
考
慮
す
る

と
、
毎
年
度
約
５
億
円
程
度
の
事
業
費

で
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

○　

市
民
の
方
か
ら
早
期
普
及
の
要
望

が
多
く
あ
る
。
早
期
完
成
を
目
指
し
努

力
し
て
ほ
し
い
。

■ 

３
月
定
例
会
の
討
論 （
１
件
）

●
議
案
12
号「
29
年
度
一
般
会
計
予
算
」

【
反
対
】
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、

人
事
配
置
を
含
め
、
市
民
に
寄
り
添
っ

た
と
は
思
え
な
い
施
策
も
あ
り
、
反
対

す
る
。                          （
福
島
議
員
）

【
賛
成
】
本
予
算
案
は
、
経
常
的
な
コ

ス
ト
を
厳
し
く
削
減
す
る
一
方
、
大
義

あ
る
政
策
に
は
積
極
的
に
投
資
を
し
て

い
く
メ
リ
ハ
リ
の
効
い
た
予
算
と
評
価

で
き
る
。　
　
　
　
　
　
（
谷
仲
議
員
）

■ 

３
月
定
例
会
の
議
案
に
対
す

る
主
な
質
疑
（
５
件
）

●
議
案
３
号　
（
谷
仲
議
員
）

Ｑ
．
指
定
管
理
者
の
指
定
手
続
き
の
一

部
を
改
正
す
る
理
由
は
？

Ａ
．
事
業
報
告
書
の
提
出
に
つ
い
て
、

30
日
以
内
か
ら
60
日
以
内
に
改
正
す
る

な
ど
実
態
に
即
し
た
形
へ
改
め
る
た
め
。

●
議
案
９
号　
（
小
川
議
員
）

Ｑ
．
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
の
改
正

内
容
は
？

Ａ
．
農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
の
報
酬
に
の
み
に
あ
て
ら
れ
、

農
地
の
集
積
率
と
遊
休
農
地
解
消
の
達

成
率
に
よ
り
交
付
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

年
額
26
万
４
０
０
０
円
を
上
限
と
し
市

長
が
定
め
る
額
を
支
給
す
る
も
の
。

●
議
案
12
号　
（
谷
仲
議
員
）

Ｑ
．
地
籍
調
査
測
量
委
託
料

５
２
１
万
７
０
０
０
円
の
減
額
理
由
は
？

Ａ
．
測
量
の
基
準
と
な
る
地
籍
図
根
三

角
点
の
設
置
基
準
が
、
平
成
28
年
度
か

ら
変
更
さ
れ
、
人
工
衛
生
シ
ス
テ
ム
を

利
用
し
た
測
量
に
変
更
に
な
っ
た
た
め
。

●
議
案
12
号　
（
福
島
議
員
）

Ｑ
．
市
税
収
入
に
つ
い
て
法
人
税
が

20
％
増
収
に
な
っ
た
理
由
は
？

Ａ　

法
人
税
の
１
億
２
７
０
０
万
円
の

増
額
は
製
造
業
、
建
設
業
、
卸
小
売
業
、

農
林
業
が
見
込
み
額
を
超
え
た
こ
と
に

よ
る
も
の
。

●
議
案
13
号　
（
福
島
議
員
）

Ｑ
．
出
産
育
児
一
時
金

１
０
５
０
万
５
０
０
０
円
の
減
額
理
由
は
？

Ａ
．
出
産
育
児
一
時
金
は
、
国
民
健
康

保
険
の
被
保
険
者
が
産
科
医
療
補
償
制

度
に
加
入
し
て
い
る
病
院
等
で
出
産
し

た
場
合
に
、
42
万
円
を
国
保
特
別
会
計

か
ら
支
払
う
保
険
給
付
制
度
と
な
っ
て

い
る
。
過
去
３
年
間
の
出
生
に
よ
り
国

保
に
加
入
し
た
乳
児
数
の
平
均
に
よ
り

85
名
を
見
込
ん
だ
が
、
１
月
末
現
在
で

乳
児
数
は
40
名
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
３
月
ま
で
に
60
名
と
し
た
こ
と
に
よ

る
も
の
。

　
　●

議
案
19
号　
（
福
島
議
員
）

Ｑ
．介
護
保
険
料
の
増
額
に
な
っ
た
理
由
は
？

Ａ
．
介
護
保
険
料
の
増
額
に
な
っ
た
理

由
は
、
８
月
の
本
算
定
に
よ
り
当
初
予
算

編
成
時
よ
り
も
対
象
者
が
増
え
た
た
め
。

産
業
建
設

産
業
建
設
（委員）
戸　田
石　井
野　村
大　槻
藤　井
福　島

農業集落排水施設

委員会QA
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Ｑ  

①
防
火
対
策
に
つ
い
て
火

災
発
生
後
の
検
証
と
対
策
は

ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
か
。

②
火
災
死
亡
事
故
を
防
ぐ
た

め
に
も
住
宅
用
火
災
警
報
器

設
置
に
補
助
制
度
を
望
む
。

Ａ  

消
防
長　

①
原
因
調
査

を
実
施
、
同
様
の
火
災
が
起
き

な
い
よ
う
原
因
等
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
公
表
し
注
意
喚

起
し
て
い
る
。
②
市
の
住
宅
用

火
災
警
報
器
設
置
率
は
77
％
、

全
国
平
均
81
％
よ
り
低
い
の

で
重
要
性
を
広
報
し
設
置
率

を
高
め
て
い
き
た
い
。
65
歳

以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方
に

は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。

○  

火
災
で
の
高
齢
者
の
死
亡

が
多
い
の
で
補
助
制
度
を
考

え
て
ほ
し
い
。

Ｑ  

安
心
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、
行
政
区
境
界
な
ど

の
通
学
路
に
も
し
っ
か
り

と
防
犯
灯
設
置
を
願
う
。

Ａ  

危
機
管
理
監　
28
年
度

は
、
行
政
区
負
担
の
防
犯
灯
約

３
１
０
０
基
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
た
。

29
年
度
は
市
負
担
の
防
犯
灯
を

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
、
通
学
路
に
も
新

た
に
設
置
し
て
い
き
た
い
。

○  

暗
い
道
路
を
通
学
路
と

し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、
十

分
な
防
犯
灯
の
設
置
を
望
む
。

Ｑ  

プ
ー
ル
学
習
、
校
外
学

習
の
市
バ
ス
利
用
状
況
は
。

Ａ  

教
育
部
長　

現
在
、
小

学
校
６
校
、
中
学
校
１
校

が
市
バ
ス
を
利
用
し
、
市

Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
を
活
用
し

て
い
る
。
他
の
費
用
も
活

用
し
、
校
外
学
習
な
ど
の

学
習
支
援
に
努
め
て
い
く
。

○  

市
民
に
不
便
を
起
こ
さ

な
い
、
充
分
な
市
バ
ス
活
用

の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
願
う
。

Ｑ  

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
た
め

に
も
性
差
な
く
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
で
き
る
研
修
、
人
事
異
動

と
、
一
層
の
女
性
活
躍
推
進

の
た
め
に
「
キ
ャ
リ
ア
ラ

ダ
ー
」
の
施
策
を
願
う
が
。

Ａ  

総
務
部
長　

市
と
し
て

有
益
な
職
員
を
育
成
す
る
た

め
に
も
多
様
な
検
討
を
し
て

い
き
た
い
。
女
性
活
躍
推
進

法
に
伴
い
、
女
性
の
管
理
職

目
標
25
％
や
、
性
差
な
き
人

事
評
価
制
度
に
基
づ
き
、
体

系
の
明
確
化
に
努
め
て
い
く
。

女性管理職目標 25％や体系の明確化に努める

性差なく女性が活躍できる職場体系を望む

福島ヤヨヒ

一般質問

 　一般質問      
                  市民の声を市政に

◇　福島　ヤヨヒ　（10ページ）
◇　幡谷　好文　　（11ページ）
◇　小川　賢治　　（11ページ）
◇　谷仲　和雄　　（12ページ）
◇　植木　弘子　　（12ページ）
◇　木村　喜一　　（13ページ）
◇　鈴木　俊一　　（13ページ）
◇　長島　幸男　　（14ページ）
◇　村田　春樹　　（14ページ）
◇　戸田　見成　　（15ページ）
◇　石井　　旭　　（15ページ）

▲　本庁舎の１階ロビーと 3階の議場
　　前、各総合支所の１階ロビーにＴＶ
　　モニターを設置しています。
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Ｑ  

再
生
可
能
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
つ
い
て
伺
う
。
畜

産
、
養
鶏
等
か
ら
排
出
さ

れ
る
糞
尿
に
よ
る
臭
気
問

題
解
決
に
向
け
た
事
業
展

開
を
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ  

産
業
経
済
部
長　

家

畜
糞
尿
の
適
正
な
処
理
と

有
効
活
用
は
非
常
に
重
要

と
認
識
し
て
い
る
。
臭
気

問
題
の
発
生
率
が
高
い
の

で
、
先
進
地
の
事
例
の
研

究
と
市
の
現
状
把
握
に
努

め
生
産
者
等
と
協
議
を
重

ね
て
い
く
。

Ｑ  

老
朽
化
の
著
し
い
消

防
団
施
設
な
ど
の
整
備
に

つ
い
て
、
今
後
の
市
の
計

画
を
伺
う
。

Ａ  

消
防
長　
現
在
配
置
さ

れ
て
い
る
19
分
団
が
31
箇
所

の
機
庫
を
使
用
し
て
い
る
。
そ

の
う
ち
ホ
ー
ス
乾
燥
塔
が
整

備
さ
れ
て
い
る
の
が
18
箇
所
、

火
の
見
や
ぐ
ら
利
用
が
６
箇

所
、
ど
ち
ら
も
整
備
さ
れ
て
い

な
い
機
庫
は
７
箇
所
で
、
整
備

さ
れ
た
乾
燥
塔
で
老
朽
化
の

著
し
い
と
こ
ろ
は
な
い
。
乾
燥

塔
は
、
29
年
度
か
ら
９
、
13
、

15
分
団
の
順
に
整
備
を
進
め
、

機
庫
の
建
て
替
え
は
２
分
団
、

そ
の
後
、
12
、
６
分
団
と
進
め
、

消
防
団
が
活
動
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
を
計
画
的
に
進
め

て
い
く
。

Ｑ   

市
の
条
例
に
よ
り
、

市
道
認
定
を
受
け
ら
れ
な

い
道
路
に
つ
い
て
，
市
の

見
解
を
伺
う
。

Ａ  
都
市
建
設
部
長　

市
道

認
定
の
受
け
入
れ
が
で
き

な
い
と
さ
れ
た
私
道
路
で

も
、
舗
装
内
の
穴
あ
き
等
、

通
行
上
危
険
で
急
を
要
す

る
補
修
事
案
が
発
生
し
た

場
合
に
は
，
道
路
所
有
者

や
地
元
区
長
方
と
相
談
の

う
え
、
必
要
に
応
じ
て
適

宜
対
処
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

Ｑ  

無
電
柱
化
の
推
進
に
つ

い
て
伺
う
。
災
害
時
の
倒

壊
未
然
防
止
、
景
観
の
改

善
等
の
本
市
の
取
組
み
は
。

Ａ  

都
市
建
設
部
長　
無
電

柱
化
の
推
進
は
、
道
路
の
防

災
性
の
向
上
、
通
行
空
間
の

安
全
性
の
確
保
、
そ
し
て
良

好
な
景
観
形
成
の
３
つ
の
観

点
か
ら
、
重
要
な
施
策
と
認

識
し
て
い
る
。
国
県
の
情
報

収
集
に
努
め
、
推
移
を
見

守
っ
て
い
き
た
い
。

Ｑ  

①
空
家
等
の
購
入
や
改

修
の
補
助
制
度
、
②
空
家

解
体
撤
去
補
助
制
度
、
③

空
家
等
の
相
談
窓
口
の
設

置
の
３
点
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ  

市
民
生
活
部
長　

①
購

入
補
助
は
購
入
額
の
20
％

以
内
（
限
度
額
20
万
円
）。

改
修
補
助
は
改
修
経
費
の

20
％
以
内
（
限
度
額
10
万

円
）。　

②
制
度
化
の
目
処

は
立
っ
て
い
な
い
が
、
今

後
検
討
し
て
い
く
。
③
空

家
等
に
関
す
る
事
務
の
全

般
を
所
掌
す
る
「
空
家
対

策
係
」
を
環
境
課
内
に
新

設
す
る
予
定
と
な
っ
て
い

る
。

Ｑ
地
方
創
生
推
進
事
業

（
仮
称
）
ヨ
ー
グ
ル
ト
サ

ミ
ッ
ト
実
施
計
画
策
定
委

託
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ  

企
画
財
政
部
長　
乳
製

品
を
生
産
し
て
い
る
全
国

の
市
町
村
企
業
と
連
携
を

と
り
、
検
討
し
て
い
き
た

い
。
国
庫
補
助
の
地
方
創

生
推
進
交
付
金
を
活
用
し
、

29
年
度
に
実
施
計
画
等
を

作
成
し
、
30
年
度
に
は
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
い
。

臭気問題解決に向けた事業展開を

研究し、協議を重ねていく

情報収集に努める

小  川  賢  治

幡  谷  好  文

無電柱化への市の取り組みは

左から火の見やぐらと乾燥塔

小川地区市街地

小美玉市の生乳で作られたのむヨーグルト

 一般質問
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Ｑ  

大
震
災
後
に
策
定
さ

れ
た
防
災
計
画
も
４
年
経

ち
、
見
直
し
が
必
要
と
考

え
ら
れ
る
。
特
に
、
備
蓄

品
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

Ａ  

危
機
管
理
監　

避
難
生

活
で
は
多
種
多
様
な
物
資

等
の
要
望
が
あ
る
と
思
う

の
で
、
順
次
備
蓄
の
整
備

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

〇  

口
腔
ケ
ア
用
品
、
火
を

使
わ
ず
ミ
ル
ク
を
温
め
る

商
品
を
備
蓄
品
に
含
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

Ｑ  

子
育
て
支
援
と
し
て

「
紙
オ
ム
ツ
補
助
事
業
」

の
早
期
実
現
を
求
め
る
ほ

か
、
乳
幼
児
用
防
犯
グ
ッ

ズ
贈
呈
事
業
等
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

Ａ  

福
祉
部
長 　

周
辺
の

取
組
み
や
、
現
行
の
経
済
的

支
援
を
含
め
て
の
財
政
計

画
な
ど
を
踏
ま
え
、
実
現
に

向
け
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
。
少
子
化
対
策
支
援
に
も

つ
な
が
る
の
で
、
紙
お
む

つ
の
補
助
は
早
急
に
対
応

し
た
い
。
乳
幼
児
防
災
グ
ッ

ズ
に
つ
い
て
は
、
災
害
備
蓄

品
と
し
て
対
応
し
て
い
る

が
、
さ
ら
な
る
充
実
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

Ｑ  

県
の
動
物
殺
処
分
の

削
減
を
目
指
す
条
例
を
受

け
、
市
と
し
て
の
対
応
策

や
ル
ー
ル
作
り
は
。
ま
た

動
物
愛
護
教
育
等
に
つ
い

て
伺
う
。

Ａ  

市
民
生
活
部
長　

犬

猫
の
避
妊
・
去
勢
手
術
に

対
す
る
補
助
事
業
、
捨
て

犬
猫
の
引
き
取
り
等
を
継

続
し
て
い
く
。
飼
っ
た
ら

最
後
ま
で
を
基
本
に
啓
蒙
・

啓
発
に
努
め
る　

Ａ  

教
育
部
長　

動
物
愛
護

教
室
の
実
施
に
向
け
、
学
校

等
へ
情
報
提
供
等
の
支
援
や
、

愛
護
精
神
を
育
て
る
機
会
を

拡
大
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ  

空
家
等
の
所
有
者
等
へ

適
切
な
管
理
を
促
す
た
め

の
行
政
指
導
は
。

Ａ  

市
民
生
活
部
長　

空

家
等
対
策
の
推
進
に
関
す

る
特
別
措
置
法
に
基
づ
き

所
有
者
等
へ
文
書
に
よ
る

助
言
を
行
う
。
改
善
が
見

ら
れ
な
い
場
合
は
、
特
定

空
家
等
に
認
定
し
、
指
導
、

勧
告
、
命
令
と
段
階
を
経

た
う
え
で
最
終
的
に
は
行

政
代
執
行
が
可
能
と
な
る
。

迅
速
な
現
地
確
認
に
よ
り

所
有
者
等
に
適
切
な
管
理

の
助
言
等
を
行
い
、
問
題

の
早
期
解
決
に
取
り
組
む
。

Ｑ  

茨
城
県
犬
猫
殺
処
分
ゼ

ロ
を
目
指
す
条
例
が
施
行

さ
れ
た
。
野
犬
等
の
捕
獲

状
況
、
教
育
等
で
の
啓
蒙

啓
発
、
県
と
市
の
連
携
は
。

Ａ  

市
民
生
活
部
長　

本
市

の
捕
獲
状
況
に
つ
い
て
、
28

年
度
は
29
年
1
月
末
時
点
で

犬
１
０
１
頭
、
猫
84
頭
の

計
１
８
５
頭
。
27
年
度
は
犬

１
４
６
頭
、
猫
１
１
６
頭
の

計
２
６
２
頭
。
こ
の
頭
数
に

は
市
民
が
県
動
物
指
導
セ
ン

タ
ー
に
直
接
持
っ
て
い
っ
た

頭
数
も
含
ま
れ
る
。
小
中
学

生
を
対
象
と
し
た
動
物
愛
護

教
室
の
実
施
等
、
県
と
連
携

し
な
が
ら
犬
や
猫
の
殺
処
分

減
少
に
努
め
る
。

Ｑ  

茨
城
国
体
で
本
市
は
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス

ポ
ー
ツ
少
年
少
女
サ
ッ
カ
ー

の
会
場
と
な
る
。
運
営
の
準

備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

Ａ  

教
育
部
長　

少
年
少
女

サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
開

催
期
日
・
要
項
等
を
協
議
す

る
た
め
29
年
度
早
々
に
準

備
委
員
会
等
を
設
立
、
開
催

前
年
に
は
国
体
の
開
催
要

項
が
公
表
さ
れ
る
予
定
か

ら
、年
内
に
開
催
要
項
（
案
）

を
作
成
し
、
具
体
的
な
運

営
方
法
等
を
協
議
す
る
。

新たに必要なものを適正整備していく

災害の教訓を生かし備えは万全か

谷  仲  和  雄

植  木  弘  子

空き家等の適切な管理を促す取り組みは

空家特措法に基づき進める

茨城国体マスコットの「いばラッキー」
H28スポレクデー（玉里運動公園）

飼ったら最後まで…

一般質問
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Ｑ 

本
市
に
お
い
て
も
教
育

格
差
是
正
の
た
め
、
公
の

塾
「
地
域
未
来
塾
」
の
創

設
を
求
め
る
が
、
市
の
取

り
組
み
は
。

Ａ  

教
育
部
長　

実
施
に
向

け
て
先
進
地
の
状
況
調
査
を

行
っ
て
い
る
が
、
指
導
員

の
確
保
や
推
進
委
員
会
の
設

置
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

配
置
が
最
重
要
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
ほ
か
地
域
未

来
塾
の
名
称
や
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
と
の
連
携
が
可
能

か
ど
う
か
等
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
が
あ
る
の
で
、
29
年
度

は
さ
ら
な
る
調
査
研
究
を
行

い
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
空
港
ア
ク
セ
ス
道
路
整

備
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
伺
う
。
首
都
圏
か
ら

本
市
や
空
港
へ
の
陸
の
玄

関
と
な
る
新
規
道
路
、
安

全
第
一
に
課
題
を
克
服

し
、
早
期
の
開
通
を
望
む

が
、
進
捗
状
況
は
。

Ａ  

都
市
建
設
部
長　

現
在

の
用
地
買
収
は
概
ね
７
割
程

度
の
契
約
を
締
結
し
、
工
事

に
つ
い
て
は
大
谷
、
竹
原
地

区
の
地
盤
改
良
工
事
や
国
道

６
号
の
横
断
函
渠
工
事
な
ど

に
着
手
し
、
計
画
的
に
工
事

を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
埋

蔵
文
化
財
等
の
調
査
は
、
用

地
買
収
が
完
了
し
た
と
こ
ろ

か
ら
試
掘
調
査
を
実
施
し
、

埋
蔵
文
化
財
が
確
認
さ
れ
た

ら
手
続
が
必
要
と
な
る
の
で
、

教
育
委
員
会
と
十
分
協
議
を

し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

　

29
年
度
も
引
き
続
き
残
り

の
用
地
買
収
を
進
め
な
が
ら
、

一
定
の
用
地
買
収
が
完
了
し

た
区
間
か
ら
、
本
格
的
に
土

工
事
や
排
水
工
事
な
ど
の
道

路
改
良
工
事
を
進
め
、
早
期

完
成
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ  

美
野
里
地
域
食
材
供
給

施
設
（
キ
ャ
ト
ル
・
セ
ゾ
ン
）

に
つ
い
て
伺
う
。
設
置
当
初

の
目
的
は
達
成
し
た
の
か
。

Ａ  

産
業
経
済
部
長　

道
半

ば
で
あ
る
が
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
後
は
、
有

限
会
社
み
の
り
の
森
の
経

営
再
建
が
一
番
の
目
標
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

Ｑ  

企
業
誘
致
に
つ
い
て
伺

う
。
外
部
か
ら
来
た
企
業

に
は
優
遇
措
置
が
図
ら
れ

る
が
、
ま
ず
積
極
的
に
優

遇
す
べ
き
は
地
元
企
業
で

は
な
い
か
と
考
え
る
が
、

市
の
考
え
は
。

Ａ  

産
業
経
済
部
長　

も
ち

ろ
ん
市
内
企
業
の
事
業
規

模
の
拡
大
や
設
備
投
資
等

を
図
る
こ
と
で
、
産
業
人
口

が
定
着
し
、
地
域
が
活
性

化
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

現
在
実
施
し
て
い
る
固
定

資
産
税
の
特
例
措
置
は
、
市

内
の
事
務
所
等
を
新
設
ま

た
は
増
設
し
た
法
人
で
も

一
定
の
雇
用
者
数
が
増
加

す
れ
ば
課
税
免
除
と
な
る

優
遇
措
置
な
の
で
、
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
。
新
た
な
優

遇
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い

て
も
早
期
に
施
行
で
き
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ  

三
箇
か
ら
先
後
へ
の
バ

ス
路
線
運
行
補
助
金
導
入

の
経
緯
と
、
今
後
の
見
通

し
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ  

企
画
財
政
部
長　

平
成

６
年
と
９
年
に
当
時
の
関

東
鉄
道
よ
り
大
幅
赤
字
の

た
め
路
線
廃
止
の
申
し
出

が
あ
っ
た
が
、
議
会
、
地
元

行
政
区
、
地
元
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係

者
で
協
議
を
重
ね
、
①
小
学

校
へ
の
交
通
手
段
に
関
係

す
る
児
童
全
員
が
利
用
す

る
②
利
用
者
負
担
金
を
支

払
う
③
市
が
運
行
経
費
の

一
部
助
成
す
る
。
の
３
項
目

等
で
、
県
道
玉
里
水
戸
線
の

歩
道
及
び
バ
イ
パ
ス
整
備

が
完
了
す
る
ま
で
継
続
と

す
る
覚
書
を
取
り
交
わ
し

た
。
今
後
基
本
的
に
は
こ

の
覚
書
に
沿
っ
て
い
く
が
、

少
子
化
に
よ
る
利
用
者
の

減
少
等
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス

運
用
と
の
整
合
性
な
ど
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。　

教育格差是正　地域未来塾創設を

課題がさまざまあるが検討していく

道半ば、経営再建を目標としている

鈴  木  俊  一

木  村  喜  一

キャトル・セゾンの目的は達成したのか

工事の進む茨城空港アクセス道路（竹原地内）

 一般質問
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Ｑ  

羽
鳥
駅
橋
上
化
、
羽
鳥

駅
周
辺
整
備
事
業
の
進
捗

状
況
は
。

Ａ  

都
市
建
設
部
長　

駅
舎

及
び
自
由
通
路
、
東
西
自
由

通
路
部
分
は
、
工
事
に
必
要

な
建
築
確
認
申
請
手
続
を

行
い
、
２
月
20
日
付
で
確
認

済
証
の
交
付
を
受
け
た
と
こ

ろ
。
現
在
は
、
さ
ら
に
東
西

駅
前
広
場
工
事
早
期
着
手
に

向
け
、
実
施
設
計
の
最
終
的

な
取
り
ま
と
め
や
、
Ｊ
Ｒ
を

含
む
各
関
係
機
関
と
の
協
議

を
進
め
て
い
る
。

Ｑ  

28
年
度
の
市
総
合
防
災

訓
練
を
な
ぜ
中
止
に
し
た

の
か
。
雨
で
中
止
以
外
の

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の

か
。
今
後
の
訓
練
の
方
向

性
に
つ
い
て
も
伺
い
た
い
。

Ａ  

危
機
管
理
監　

小
雨
決

行
で
計
画
し
て
い
た
が
予
想

よ
り
雨
が
強
く
、
ご
参
加

い
た
だ
く
市
民
の
皆
様
の
会

場
ま
で
の
移
動
の
難
し
さ
か

ら
、
訓
練
を
中
止
と
判
断
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、

当
初
か
ら
予
備
日
を
設
け
る

こ
と
は
難
し
か
っ
た
。

　

今
後
と
し
て
は
、
各
地
区

の
自
主
的
な
訓
練
に
も
訓
練

用
非
常
食
料
の
配
布
や
訓

練
資
機
材
の
無
償
貸
与
、
地

区
集
落
セ
ン
タ
ー
等
で
の
防

災
講
座
や
防
災
士
な
ど
地
区

訓
練
の
専
門
指
導
員
の
派
遣

等
、
地
域
で
の
防
災
意
識
の

向
上
を
後
押
し
す
る
支
援
事

業
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。　

Ｑ  

中
学
生
の
部
活
動
に
お

け
る
運
動
格
差
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ  

教
育
部
長　

中
学
校
生

徒
に
は
部
活
動
へ
の
加
入
を

勧
め
て
お
り
、
運
動
部
加
入

率
は
75
・
８
％
、
文
化
部
加

入
率
は
20
・
２
％
と
な
っ
て

い
る
。
部
活
動
の
諸
経
費
は

原
則
個
人
負
担
と
な
っ
て
い

る
が
遠
征
費
等
の
支
援
に
よ

り
、
部
活
動
に
係
る
生
徒
、

保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

〇  

生
徒
が
保
護
者
の
負
担

を
気
に
せ
ず
や
り
た
い
部
活

を
選
べ
る
よ
う
に
支
援
を
望

む
。

Ｑ  

合
併
10
年
、
市
の
財
政

の
変
化
と
今
後
の
対
応
に

つ
い
て
伺
う
。

Ａ  

企
画
財
政
部
長　

10
年

間
で
借
入
残
高
は
１
０
０
億

円
以
上
増
え
て
い
る
が
、
臨

時
財
政
対
策
債
と
合
併
特
例

債
が
借
入
残
高
の
大
半
を
占

め
る
た
め
、
交
付
税
措
置
分

を
差
し
引
い
た
実
負
担
額
は

合
併
時
点
よ
り
低
い
状
況
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
利
子

残
高
は
合
併
時
点
よ
り
も
低

い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
健
全
財
政
を
念
頭

に
、
国
の
交
付
税
措
置
等
が

あ
る
市
債
を
効
果
的
に
活
用

し
て
、
有
利
な
財
源
と
す
る

よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ  

行
政
区
の
加
入
率
減

少
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の

か
伺
う
。
①
こ
の
状
況
を

把
握
し
、
危
機
感
を
持
っ

て
い
る
の
か
。
②
ど
の
よ

う
な
対
策
が
あ
る
か
。

Ａ  

市
長
公
室
長 　

①
28

年
４
月
時
点
の
区
加
入
率
は

58
・
42
％
で
、
そ
の
対
策
に

苦
慮
し
て
い
る
が
、
②
現
在

の
加
入
促
進
に
加
え
、
行
政

区
長
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
区

長
会
と
の
意
見
交
換
会
の
ほ

か
、
行
政
区
に
加
入
す
る
メ

リ
ッ
ト
を
打
ち
出
し
、
具
体

的
に
は
、
災
害
時
に
対
応
す

る
自
主
防
災
組
織
や
高
齢
化

社
会
に
対
す
る
見
守
り
、
日

常
的
な
防
犯
等
の
安
全
対

策
、
住
環
境
の
維
持
等
、
共

助
、
近
助
に
よ
り
行
政
区
の

役
割
機
能
を
充
実
さ
せ
る
な

ど
検
討
し
た
い
。
地
域
担
当

職
員
制
度
の
導
入
や
、
集
落

支
援
員
制
度
な
ど
、
本
市
に

合
っ
た
新
た
な
住
民
自
治
制

度
の
創
設
に
向
け
、
先
進
的

な
事
例
の
把
握
に
も
努
め
て

い
き
た
い
。

支援により保護者の負担軽減を図る

部活動における運動格差の解消を

長  島  幸  男

村  田  春  樹

今後の財政の変化に対し、市の対応は

市債を有利な財源とし活用していく

区長会との意見交換会（アピオスにて）
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Ｑ  

市
内
高
崎
地
区
の
土

壌
汚
染
に
つ
い
て
「
ご
み

処
理
場
か
ら
検
出
さ
れ
た

毒
物
（
ヒ
素
等
）」
を
市

は
ど
う
す
る
の
か
。

Ａ  

市
民
生
活
部
長　

安
全

を
確
保
す
る
た
め
す
べ
て

の
基
準
不
適
合
土
壌
の
除

去
を
行
う
よ
う
要
請
し
、

今
回
入
札
公
告
に
そ
の
内

容
を
盛
り
込
ん
だ
と
こ

ろ
。
不
安
の
払
拭
に
努
め

た
い
。

Ｑ  

①
福
島
原
発
事
故
に

関
し
、
小
美
玉
市
の
賠
償

問
題
の
経
過
は
。
②
東
海

原
発
に
関
す
る
避
難
計
画

は
盛
り
込
ま
れ
た
の
か
。

Ａ  

危
機
管
理
監　

①
放

射
線
対
策
に
要
し
た
経
費

と
し
て
26
年
度
ま
で
に

６
３
１
４
万
を
請
求
し
、

２
３
５
１
万
の
支
払
い
を

受
け
て
い
る
。
今
後
も
東

京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
に
対
し
、
継
続
し
て
賠

償
を
求
め
て
い
く
。

②
27
年
３
月
に
茨
城
県
広

域
避
難
計
画
が
策
定
さ
れ

た
。
本
市
は
30
キ
ロ
圏
外

で
あ
る
た
め
、
そ
の
計
画

に
基
づ
き
、
原
発
近
隣
の

ひ
た
ち
な
か
市
か
ら
の
避

難
者
受
け
入
れ
を
協
議
、

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

Ｑ  

こ
れ
か
ら
の
時
代
の

教
育
を
ど
う
進
め
る
の

か
。
子
ど
も
た
ち
の
人
間

形
成
と
教
育
権
の
保
障
、

次
世
代
の
た
め
の
教
育
は

何
を
な
す
べ
き
か
。

Ａ  

教
育
長　

教
育
は
人
づ

く
り
と
考
え
て
い
る
。
確

か
な
学
力
、
豊
か
な
心
、

健
や
か
な
体
の
バ
ラ
ン
ス

が
と
れ
た
児
童
・
生
徒
を

育
成
し
た
い
。
ま
た
、
変

化
す
る
社
会
の
中
で
も
自

立
し
、
未
来
を
切
り
開
い

て
い
く
た
め
の
力
を
育
む

学
校
教
育
の
推
進
に
邁
進

し
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

〇  

霞
ヶ
浦
二
橋
大
橋
を

市
長
は
ど
う
思
っ
て
い
る

か
。

〇  

29
年
度
の
人
事
は
ど

う
す
る
の
か
。

Ｑ  

野
田
・
上
吉
影
・
下
吉

影
統
合
小
学
校
の
整
備
予

定
地
を
小
川
北
中
学
校
の

敷
地
内
に
移
転
し
、
小
中

一
貫
校
と
し
て
検
討
で
き

な
い
か
。

Ａ  

教
育
長　

小
中
学
校

規
模
配
置
適
正
化
実
施
計

画
で
は
、
整
備
予
定
地
を

小
川
北
中
学
校
周
辺
と
し

て
お
り
、
想
定
さ
れ
る
土

地
の
権
利
調
査
、
校
舎
及

び
体
育
館
の
位
置
や
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
位
置
等
の
現
地

調
査
を
進
め
て
い
る
。

　

今
後
、
統
合
準
備
委
員

会
で
、
具
体
的
な
移
転
先

や
施
設
一
体
型
小
中
一
貫

教
育
の
あ
り
方
、
特
色
等

を
検
討
す
る
の
で
、
一
つ

の
意
見
と
し
て
検
討
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

Ｑ  

小
学
校
統
合
に
よ
り
児

童
は
新
し
い
環
境
に
馴
染

め
る
か
。
ど
の
よ
う
な
ケ
ア

対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ  

教
育
長　
３
校
が
１
つ

に
な
り
子
ど
も
が
不
安
に

な
る
と
思
う
の
で
、
統
合
準

備
委
員
会
に
設
け
た
学
校

運
営
部
会
で
交
流
事
業
を

検
討
し
て
い
る
。
主
な
対

策
と
し
て
は
、
市
内
の
小

学
5
年
生
を
対
象
と
す
る

2
泊
３
日
の
自
然
教
室
や
、

中
学
校
行
事
に
３
校
と
も

参
加
す
る
な
ど
し
て
い
る
。

高崎地区の土壌汚染をどうするのか

土壌を除去し、不安の払拭に努める

一つの意見として検討する

石  井    旭

戸  田  見  成

３小学校を北中敷地内へ移転し、小中一貫を

小川北中学校

 一般質問
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先
進
地
に
学
ぶ

先
進
地
に
学
ぶ

　

   　
　
　
　
　

    ~~~  

研
修
視
察
の
報
告  ~~~

文
教
福
祉
常
任
委
員
会　
　
　
　

　

・
議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会
合
同

◆
視
察
日
…
28
年
10
月
11
日
〜
12
日

◆
議
員
…
市
村
文
男
・
大
和
田
智
弘
・　
　

　

笹
目
雄
一
・
小
川
賢
治
・
藤
井
敏
生
・　

　

岩
本
好
夫
・
幡
谷
好
文
・
植
木
弘
子
・　

　

木
村
喜
一
・
鈴
木
俊
一

◆
視
察
先
・
内
容

①
北
海
道
登
別
市
議
会

　
「
議
員
政
治
倫
理
条
例
」
や
「
中
小
企

業
地
域
経
済
振
興
基
本
条
例
」
等
、
議

員
提
案
に
よ
り
成
立
し
た
条
例
を
策
定

す
る
ま
で
の
協
議
経
過
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。
ま
た
、
議
会
の
Ｉ
Ｔ
化
推
進

へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
研

修
し
ま
し
た
。

②
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
、
北
海
道
栗

山
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

栗
山
町
で
は
、
人
に
優
し
い
福
祉
の

町
づ
く
り
の
取
り
組
み
か
ら
、
将
来
の

高
齢
化
を
支
え
る
優
れ
た
人
材
を
栗
山

町
か
ら
輩
出
し
よ
う
と
設
立
さ
れ
た
、

北
海
道
で
唯
一
の
介
護
福
祉
士
養
成
の

公
立
校
「
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
」
の

取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し

た
。 

　

ま
た
、
同
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

介
護
や
看
病
で
心
身
と
も
に
疲
弊
し
が

ち
な
ケ
ア
ラ
ー
に
対
し
、
先
進
的
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
状
況
に

つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。

　

議
会
全
体

◆
視
察
日
…
29
年
1
月
25
日
〜
27
日

◆
議
員
…
市
村
文
男
・
藤
井
敏
生
・　
　

　

戸
田
見
成
・
大
和
田
智
弘
・
小
川
賢
治
・

　

福
島
ヤ
ヨ
ヒ
・
長
島
幸
男
・
幡
谷
好
文
・

　

石
井　

旭
・
植
木
弘
子
・
木
村
喜
一
・

　

鈴
木
俊
一
・
村
田
春
樹

◆
研
修
先
・
内
容

　

沖
縄
県
沖
縄
市
議
会　
　
　
　
　

　

道
の
駅
「
か
で
な
」、
嘉
数
高
台
公
園

　

沖
縄
市
議
会
を
表
敬
訪
問
し
、
道
の
駅

「
か
で
な
」
で
は
、
沖
縄
市
・
北
谷
町
・

嘉
手
納
町
の
３
市
町
に
ま
た
が
る
広
大
な

基
地
で
あ
る
「
嘉
手
納
飛
行
場
」
の
航
空

機
騒
音
対
策
や
、
悪
臭
問
題
等
の
基
地
対

策
の
現
状
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。

正
副
議
長

・
委
員
長　
　
　
　
　

　

・
議
会
運
営
委
員
会
合
同

◆
視
察
日
…
２
月
15
〜
16
日

◆
議
員
…
市
村
文
男
・
戸
田
見
成
・　
　

　

大
和
田
智
弘
・
小
川
賢
治
・
藤
井
敏
生
・

　

谷
仲
和
雄
・
幡
谷
好
文

◆
研
修
先
・
内
容

　

高
松
市
役
所
（
産
業
振
興
課
）

　
「
企
業
誘
致
・
交
流
の
促
進
」

　

・
主
な
商
工
業
振
興
施
策
な
ど

　

高
松
市
役
所
（
観
光
交
流
課
）

　
「
観
光
情
報
の
効
果
的
発
信
」

　

・
観
光
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
リ
ニ
ュ
ー

　
　

ア
ル
な
ど

登別市議会にて

嘉数高台公園にて

高松市役所にて

視察報告
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視
察
受
入
れ　
　

視
察
受
入
れ　
　

（
主
な
２
件
）

広
報
特
別
委
員
会

◆
視
察
日
…
３
月
27
日

◆
議
員
…
市
村
文
男
・
大
槻
良
明
・　

　

小
川
賢
治
・
谷
仲
和
雄
・
石
井　

旭
・

　

植
木
弘
子
・
村
田
春
樹

◆
研
修
先
・
内
容

　

㈱
会
議
録
セ
ン
タ
ー
（
埼
玉
県
鴻
巣
市
）

　
「
一
般
質
問
集
中
コ
ー
ス
」 

①
伝
わ
る
原
稿
の
書
き
方
・
ま
と
め
方

　
（
基
礎
）

②
す
ぐ
に
役
立
つ
見
出
し
の
つ
け
方
と

　

効
果

③
写
真
の
役
割
と
効
果

群
馬
県
み
ど
り
市
議
会

「
議
会
運
営
委
員
会
」

■
視
察
受
入
日
…
２
月
９
日

■
対
応
し
た
委
員
…
藤
井
敏
生
・
笹
目
雄
一
・

　

戸
田
見
成
・
大
和
田
智
弘
・
大
槻
良
明
・　

　

小
川
賢
治
・
岩
本
好
夫
・
谷
仲
和
雄
・　
　

　

木
村
喜
一
・
鈴
木
俊
一

■
視
察
目
的
…
小
美
玉
市
の
議
会
基
本
条
例
に

基
づ
い
た
、
議
会
改
革
の
進
め
方
に
つ
い
て
研
修

を
受
け
、
み
ど
り
市
の
議
会
改
革
に
役
立
て
る
。

■
視
察
質
疑
の
概
要

①
議
員
定
数
に
つ
い
て

　

・
定
数
減
の
経
緯
等
を
協
議
し
ま
し
た
。

②
議
員
報
酬
に
つ
い
て

　

・
報
酬
増
額
の
経
緯
等
を
協
議
し
ま
し
た
。

③
政
務
活
動
費
に
つ
い
て

　

・
小
美
玉
市
に
こ
の
活
動
費
が
な
い

　
　

点
を
協
議
し
ま
し
た
。

④
議
会
報
告
会
に
つ
い
て

　

・
市
民
へ
の
周
知
方
法
等
を
協
議
し
ま
し
た
。

　

・
開
催
日
や
配
慮
し
て
い
る
点
を
協
議
し
ま

　
　

し
た
。

⑤
議
会
改
革
に
つ
い
て

　

・
展
望
と
課
題
を
協
議
し
ま
し
た
。

青
森
県
三
沢
市
議
会

「
議
会
改
革
特
別
委
員
会
」

■
視
察
受
入
日
…
２
月
22
日

■
対
応
し
た
委
員
…
市
村
文
男
・
藤
井
敏
生
・

　

大
和
田
智
弘
・
大
槻
良
明
・
幡
谷
好
文
・

　

谷
仲
和
雄
・
鈴
木
俊
一

■
視
察
の
目
的
…
小
美
玉
市
の
議
会
基
本

条
例
に
基
づ
い
た
、
議
会
改
革
の
進
め

方
に
つ
い
て
研
修
を
受
け
、
三
沢
市
の

議
会
基
本
条
例
の
策
定
に
役
立
て
る
。

■
視
察
質
疑
の
概
要

①
議
会
基
本
条
例
に
つ
い
て

　

・
条
例
策
定
の
経
緯
に
つ
い
て
協
議

　
　

し
ま
し
た
。

②
議
会
報
告
会
に
つ
い
て

　

 

・
集
ま
っ
た
人
数
や
会
場
で
の
質
問

　
　

事
項
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

みどり市議会のみなさんと課題を協議

広報編集の基礎を学ぶ

熱心に説明を聞く三沢市議会議会改革特別委員のみなさん

視察報告
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　一部事務組合

一部事務組合の報告（一般会計予算）　　　　　　　　　（単位　千円）

組   合   名 金        額
石岡地方斎場組合

　所管事務

　　斎場

歳 入 211,594

歳 出 211,594

小美玉市負担金 58,251
構成市町村
　石岡市・かすみがうら市・
　小美玉市

湖北水道企業団

　所管事務

　　水道

収益的（収　入） 1,665,023

収益的（支　出） 1,623,623

資本的（収　入） 12,529

資本的（支　出） 560,806
構成市町村
　石岡市・小美玉市（玉里地区）

霞台厚生施設組合

　所管事務

　　ごみ処理

※H33.4 ごみ処理の広域化による供用開始を予定しています。

歳　　　　　入 743,300

歳　　　　　出 743,300

小美玉市分担金 167,052
構成市町村
　石岡市・かすみがうら市・茨城町・
　小美玉市（小川・玉里地区）

茨城美野里環境組合

　所管事務

　　ごみ処理

歳　　　　　入 592,986

歳　　　　　出 592,986

小美玉市分賦金 206,353
構成市町村
　茨城町・
　小美玉市（美野里地区）

湖北環境衛生事務組合

　所管事務

　　し尿処理

歳　　　　　入 659,273

歳　　　　　出 659,273

小美玉市分担金 154,032
構成市町村
　土浦市・石岡市・かすみがうら市・
　小美玉市（小川・玉里地区）

茨城地方広域環境事務組合

　所管事務

　　し尿処理

歳　　　　　入 230,653

歳　　　　　出 230,653

小美玉市分担金 45,020
構成市町村
　水戸市・笠間市・茨城町・
　小美玉市（美野里地区）
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クイズ・声

第４３回プレゼントクイズ第４３回プレゼントクイズ　　　　＊答えは議会広報第 45号の中にあります。
　問題は 3つです。答えを書いて、下記の応募方法によりお送りください。正解した方の中から抽選で
10名の方に、「キャトル・セゾン」（四季の里 内）のお食事券 1,000 円分をプレゼントします。たくさ
んのご応募をお待ちしています。

　　問 ①  ３月定例会で一般質問を行った議員は○○名？
　　問 ②  29 年度の一般会計の当初予算額は○○○億 8,700 万円？
　　問 ③  小美玉市が加入している一部事務組合の数は○組合？ 

　◇応募方法
　　　はがき・ＦＡＸ・Ｅメールにて、住所・氏名・クイズの答えを明記してご応募ください。
　　　また、議会や本紙に対するご意見やご感想を併せてお寄せください。
　◇応募〆切
　　　平成 29年５月 25日（木）まで　＊当日消印有効
　◇応  募  先
　　　〒 319-0192　小美玉市堅倉 835　“ 小美玉市役所　議会事務局 ”宛
　　　　　ＦＡＸ：0299-48-1199　Ｅメール：gikai@city.omitama.lg.jp
　　　　　☆応募に関する個人情報は、プレゼントの送付以外には利用いたしません｡

　　　　第 42回クイズの当選者
　４０通のご応募をいただきました。
   当選者は以下の方々です。
　　青木　真平さん　　高倉　和江さん
　　横山　由紀恵さん　浦方　巖　さん
　　西脇　登利さん　　大内　正和さん
　　島崎　友恵さん　　田村　匡弥さん　　　
　　太田　昌宏さん　　佐川　智美さん　

第 42回クイズの正解
  問① 12 月定例会で一般質問者数は？

[ 答 → 10 名 ]　
  問② 新たに設置されたのは○○○○対策特別委員会？

[ 答 → 地域医療 ]　
  問③ 表紙の写真は「第 10回 小美玉市○○○議会」？

[答 → 子ども ]　

皆さんから寄せられた声です　～クイズ応募者、傍聴者の方から寄せられた声を掲載しています～

►今年は待ちに待った羽鳥駅橋上化が進められるようですね。年寄りにも優しい乗場になるよう期
待したいと思っています。（羽鳥・女性）

►子供を連れて久しぶりに「そ・ら・ら」に遊びに行ってきました。子供が遊べる遊具などもっと
増やしてほしいです。（中台・男性）

►家族が介護生活になり福祉面でいろいろ新しい発見がありました。議会だよりも、すみずみまで
目を通すようになりました。（中延・女性）

►子ども議会での子供達の質問、無駄にならないよう祈ってます。市内循環バス堅倉より北がない
ので、やはり不便です。地域循環だと乗り換え、乗り換えになってしまうので。（西郷地・女性）

►子ども議会の表紙がインパクトありました。今後の流れや意見が採用されていくことに期待です。
スクールバス運行して欲しいです。（橋場美・女性）

ご意見・ご感想をお待ちしていますご意見・ご感想をお待ちしています
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■  ■  議長 通信  議長 通信  ■■

　　▲ 第 146 回 地方行政委員会にて挨拶をする
　　　　市村文男委員長　

● 2月９日：第 102回 全国市議会議長会評議員会
　地方行政委員会の活動状況を報告しました。　
● 2月 14日：地方行政正副委員長会議
　第 146 回地方行政委員会の運営等について協議し
ました。
● 2月 14日：第 146回地方行政委員会
　欠員となっていた副委員長に下村佳弘鳥取市議会
議長を選任したほか、協議では、28年度要望結果を
了承し、次年度委員会への申し送り事項について、
引き続き要望する必要がある事項（下掲、14 項目）
を原案の通り申し送ることとしました。また、講師
の横田信孝・内閣府地方分権改革推進室次長から「地
方分権改革の経緯と提案募集方式の取組について」
と題し、説明を受けました。

地方行政委員会申し送り事項（14項目）
①地方分権改革の推進（更なる義務付け・枠付けの
見直し及び都道府県から基礎自治体への権限移譲、
国の出先機関改革、「国と地方の協議の場」における
実効性ある運営）　　　　　　　　　　　　　　　　
②地方創生の推進（まち・ひと・しごと創生事業費
の安定的確保、地方創生推進交付金の充実確保、地
方への分散を促進する誘導的な施策の促進、地方分
権改革の一層の促進等）　　　　　　　　　　　　　
③地方議会の権能強化等（更なる地方議会の権能強化、
地方議会議員選挙における法定ビラ頒布の制度化）　
④地方議会議員の厚生年金への加入（地方議会議員
の厚生年金加入のための法整備の実現）　　　　　　
⑤消防防災体制の充実強化（消防防災施設・設備整
備に対する財政措置の充実強化、消防防災通信ネッ
トワークの充実強化、消防団の充実強化、消防広域
化事業に対する財政措置の充実強化）　　　　　　　
⑥過疎地域の自立促進（過疎地域に対する財政措置
の充実等、過疎地域への税制上の配慮）　　　　　　
⑦合併市町村に対する支援の拡充（合併市町村に対
する財政措置の充実等）　　　　　　　　　　　　　
⑧社会保障・税番号制度に係る地方自治体への財政
措置の充実等（制度の運用に係る経費への財政措置
の充実、制度の周知徹底等）　　　　　　　　　　　
⑨基地対策関係予算の確保等（基地交付金・調整交
付金の所要額確保、基地周辺対策経費の所要額確保、
米軍機による低空飛行訓練の中止）　　　　　　　　
⑩治安対策の強化等（暴力団等による組織犯罪、銃
器使用の凶悪犯罪等への取組強化等、拉致問題の全
容解明と早期解決）　　　　　　　　　　　　　　　
⑪北方領土返還（早期返還の実現に向けた啓発活動
等、北方領土隣接地域の振興対策等）　　　　　　　
⑫竹島の領有権確立（竹島の領有権確立に向けた国
内世論の喚起や国際社会へのアピール強化）　　　　
⑬日米地位協定の抜本的な改定（日米地位協定の抜
本的な改定）　　　　　　　　　　　　　　　　　　
⑭人権救済制度の確立（人権教育及び人権啓発の推
進、実効性ある人権救済制度の確立）

◆ 次◆ 次の定例会は、6 月８日（木）の定例会は、6 月８日（木）
　  開会の予定です！　  開会の予定です！
定 例 会
日 程 会議等の主な内容

傍　聴

可　否 モニター中　　継
6月８日
（木）

本会議
（開会、議案説明） 可 有

  13 日
（火）

本会議（～ 15日）
（一般質問、議案質疑） 可 有

16 日
（金）

常任委員会（～ 20日）要確認 無

23 日
（金）

本会議
（報告、採決、閉会） 可 有
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４
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わ
れ
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友
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と
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て
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す
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こ
れ
か
ら
も
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
、「
伝
え
る
」
で
は
な
く
「
伝
わ
る
」
を

意
識
し
た
小
美
玉
市
議
会
だ
よ
り
を
作
成

し
続
け
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
支

援
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
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４
月
は
毎
年
熱
中
症
に
か
か
る
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
下
さ
い
。

（
村
田
春
樹
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